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1 母音: 下線部が改変した個所 
ᅡ/a/,ᅣ/ia/,ᅪ/oa/,ᅥ/e/,ᅧ/ie/,ᅯ/ue/,ᅩ/o/,ᅭ/io/,ᅮ/u/,ᅲ/iu/,ᅢ/ai/,ᅤ/iai/,ᅫ/oai/,ᅦ/ei/,ᅨ/iei/,ᆌ/uei/,ᅬ/oi/,ᅳ/y/,
15 世紀朝鮮語における従属節内の斜格主語について 
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0.1. 本稿で扱う文法形式の概要(安秉禧・李珖鎬 1990） 
中期朝鮮語の母音は陽母音(ᅡ [a], ᅩ [o], ᆞ [ʌ]）、陰母音(ᅥ[ǝ], ᅮ [u], ᅳ [ɨ]）、中立母
音(ᅵ [i]）に区分され、母音調和がみられる。 
 中期朝鮮語の属格助詞は次のとおりである。 
  -  -‘Ai/ -의 -‘yi…主に有情物平称につく。 
  -ᅵ -‘i …有情物平称につく。限られた単語のみに現れる。 






























































 対格助詞は次のとおりである(安秉禧・李珖鎬 1990: 168-172）。 
-ᄅ -r ～ -  -rAr/ -를 -ryr(母音語幹） 
 -  -‘Ar/ -을 -‘yr(子音語幹） 
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 中期朝鮮語の連体節には-ᄂ -n と-ᄅ -r の 2 種類がある。-ᄂ -n は時制接尾辞をとり得














助詞のうち、特に-ᄉ -s について論じた研究である。安秉禧(1968: 312）によると、中世国
語では、叙述語が動名詞(主として付加語的用法をもつ verbal adjective を含む）である場合、
普通その主語は属格助詞を伴う。そして、属格助詞-  -ʻAi / -의 -ʻyi と-ᄉ -s は、どちら
も動名詞の主語になり得るが、動名詞の主語になる場合に限り、‘-ᄉ -s’が用いられるべき
対象(＝敬意を示す対象）であっても‘-  -ʻAi / -의 -ʻyi’が用いられることがあることを指摘
している。これは、動名詞の主語を表す属格形は、敬意が中和し、-ᄉ -s が現れるべき場





(1） nui     螗螂ʻAi  能 hi  surʻui  gesyromAr     boriʻo 
nu-i    螗螂-ʻAi  能 hi  surʻui  gesyr-om-Ar     bo-ri-go  
誰.NOM   螗螂-GEN  よく   車   逆らう-NMNLZ-ACC  見る-FUT-Q 
「誰が螗螂がよく車に逆らうことを見るだろうか」(南明下 73b） 
 
(1'）[S0[NP nui ]NP[VP[NP[NP 螗螂ʻAi ]NP[NP[S1 螗螂ʻi 能 hi  gesyry-]S1＋ʻom ]NP]NP boriʻo ]VP]S0 
 
(1'）のようにとらえると、「螗螂ʻAi(螗螂の）」と「螗螂ʻi(螗螂が）」が同一の名詞句である
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ため、「螗螂ʻi」が消去される。つまり、これまで動名詞文の主語だと考えられてきた属格
形体言は、元来の属格形であり、単に動名詞文の主語が消去された結果として、表面上主




























二十三、二十四の 6 巻である。(千柄植 1985: i を要約）本稿で調査したものはそのうちの巻
六、九、十三であり、それぞれの丁数は 47 丁、41 丁、63 丁である。『諺解三綱行實圖』は、
儒教を国教とする李氏朝鮮朝の教化政策の亀鑑として、儒教の基本的徳目としての「三綱」
(「孝」「忠」「貞」）の理想を具現し行いの範となるべき「孝子」「忠臣」「烈女」の行實を中
                                                   
5 徐禎穆(1982）は、これら 2 つの間には意味的な違いがあり、主格をとるか属格をとるかは［＋観念化］
という意味資質を持つか否かに拠る、と主張している。しかし、この徐禎穆(1982）の主張を이동석(2009）
は「説明が恣意的で、基準も曖昧である(이동석 2009: 137 を要約）」と批判している。 
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れの丁数は 39 丁、36 丁、36 丁である。(志部昭平 1990 を要約）本稿では、全 3 巻を調査し
た。『杜詩諺解』は、巻頭書名を『分類杜工部詩』といい、中国唐代の詩人である杜甫の詩
に朝鮮語の翻訳を付したものである。初刊本は全部で 25 巻からなり、そのうち巻一、二、
四を除いた 22 巻が伝わっている。(安秉禧 1997: 2、福井玲 1987: 29-31 を要約）本調査では、
属格主語については巻六、七、十七を、対格主語については全巻を調査対象とした。巻六、















注(1963a, 1963b）及び鈴木虎雄・黒川洋一訳注(1965a, 1965b, 1965c, 1966a, 1966b, 1966c）に
よる杜詩の日本語訳を、それぞれ参考にした。 
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-ᄂ -n 35 39 11 0 85 
113 
-ᄅ -r 8 13 7 0 28 
三綱 
-ᄂ -n 10 7 6 0 23 
38 
-ᄅ -r 1 12 2 0 15 
杜詩 
-ᄂ -n 15 9 11 1 36 
43 
-ᄅ -r 0 5 2 0 7 
合計  69 85 39 1 194 194 
 
 用例を集める際、形態からどの格であるかが判断できないものは調査の対象から除外し
た。形態から格を判断できない例として、새 sai(鳥）、 아  ʻahAi(子ども）などが挙げら
れる。これらは語末の音が-ᅵ -i で終わっており、主格の-ᅵ -i がついているのか、不定格
であるのかが判断出来ない。共同格-와 -ʻoa / -과 -goa(～と）がついたものは、他に格助詞
が付いていない場合は不定格に入れた。例えば、솔와 잣과 sor-ʻoa jas-goa(松とチョウセン








表 3 に示したように、連体節内の主語がとり得る格は不定格、主格、属格、対格の 4 つ
である。『釋譜詳節』では主格主語が 43 例、『諺解三綱行實圖』と『杜詩諺解』の-ᄂ -n 連
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3.1. 語彙的考察―連体節によって修飾される名詞 
 連体節が依存名詞7を修飾している例は、全用例中 38.9%であった。どの依存名詞も 2 例
以上見つかっている。本稿では、連体節が依存名詞を修飾している例について述べる。 
 依存名詞を被修飾名詞とする連体節には、属格主語が現れない若しくは現れにくいもの
( dA(こと）、바 ba(ところ）、 sA(こと）、적 jeg(とき））と、属格主語をとるもの(것 ges(も
の）、 dAi(ところ）、 ʻiang(様））がある。 





(2） 須達ʻAi  精舍 jizyrx    jegi    buties  nahi   sierhyn 
  須達-ʻAi  精舍 jiz-rx    jeg-i    butie-s  nah-i  sierhyn 
  須達-GEN  精舎  作る-RATTR  時-NOM  仏-GEN  齢-NOM 三十 
  neihiresini     穆王 ʻiedyrbcas  hAi 丁亥 ra 
  neih-i-de-si-ni    穆王 ʻiedyrb-cas  hAi 丁亥-da 
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(3） 有福ʻAn   福 ʻisir     ssira 
     有福-ʻAn  福 ʻis-r     sA-i-da 










【主語として働く例 38 例】 
 主語として働く例のうち、連体節内の不定格主語は 14例(36.8%）、主格主語は 15例(39.5%）、
属格主語は 9 例(23.7%）である。次の(4）は主格主語の例である。 
 
(4） 傅察ʻi   nirʻodAi  juggedyn  jugdivi   ʻedyisden  hAn  kaji-s 
  傅察-ʻi   nir-ʻodAi  jug-gedyn  jug-divi  ʻedyisden  hAn  kaji-s 
  傳察-NOM 言う-CONJ 死ぬ-CONJ 死ぬ-CONJ どうして  1   個-GEN 
  臣下 i    jerhorx       juri    ʻisiriʻo 
  臣下-i    jerhA-o-rx     jur-i    ʻisi-ri-ʻo 




【述語として働く例 48 例】 
 述語として働く例のうち、不定格主語が 19 例(39.6%）、主格主語が 15 例(41.7%）、属格主
語が 9 例(18.8%）である。不定格主語や主格主語と比べ、属格主語の割合は低い。これは、
3.1 節で述べた連体節によって修飾される名詞の中に、属格主語が現れない sA のような
例が多く出ることに因ると考えられる。(5）は属格主語の例である。 
 
(5） 節ʻAn  byrysian       sarAmAi  gajie    ganAn      gesira 
  節-ʻAn  byry-si-o-n      sarAm-Ai  gaji-e   ga-nA-n     ges-i-da 
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【目的語として働く例 33 例】 




(6） namjini   忽然 hi  ʻahAigei   nArie     sbie ʻisnAn      dAirAr 
  namjin-i  忽然 hi  ʻahAi-gei   nAri-e     sbie ʻis-nA-n     dAi-rAr 
  夫-NOM  忽然と  子ども-DAT  降りる-CONV  骨 ある-PRES-NATTR ところ-ACC 
  gArAcienAr  ʻed-e     naiʻia    sbie  jabasie    birodAi 
  gArAci-enAr ʻed-e     nai-a     sbie  jab-asie   bir-odAi 




【副詞的に働く例 73 例】 






(7） ’i   gagsiza  nai    ’edninon         mAzAmai  masdoda 
  ’i   gagsi-za nai    ’edni-nA-o-n       mAzAm-ai mas-doda 








節内の主語の現れ方に違いがあった。 sA や적 jeg といった依存名詞は属格主語をとりに
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働きをする場合、属格主語は現れにくい。これは 3.1 節で述べた依存名詞 sA、적 jeg が、
それぞれ述語、副詞的な働きをしていることと関係があると考えられる。 sA や적 jeg が
属格主語をとりにくいため、必然的に述語や副詞的な働きをする場合も属格主語が現れな





ACC: accusative / ADM: admirative / AOR: aorist / CONJ: conjunction / CONV: converb / COP: copula / DAT: dative / FUT: future / GEN: 
genitive / IND: indicative / LOC: locative / NATTR: -n 連体形 / NMNLZ: nominalizer / NOM: nominative / OH: object honorific / PRES: 
present / Q: question / RATTR: -r 連体形 / SH: subject honorific / TOP: topic / -: 形態素境界 
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